
（
国
語
）
前
期
選
抜
採
点
基
準

「
採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統
一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。

問

題

配
点

正

答

例

備

考

㈠

六
点

①

ひ
き
（
い
る
）

②

は
ず
（
む
）

＊

各
一
点
。

点

③

い
ぎ
ょ
う

④

保
（
つ
）

＊

字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
「
常
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用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
」
（
文
化
審
議

⑤

燃
焼

⑥

承
認

会
国
語
分
科
会
）
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

㈡

二
点

①

ア

②

イ

＊

各
一
点
。

㈢

二
点

①

イ

②

エ

＊

各
一
点
。

㈣

二
点

①

ア

②

エ

＊

各
一
点
。

㈤

二
点

①

ウ

②

イ

＊

各
一
点
。

㈥

一
点

う
ち
い
た
る
も
お
か
し

㈦

一
点

エ

㈧

二
点

花
の
色
彩
が
よ
り
際
立
つ
（
と
い
う
）
（
効
果
）

㈠

二
点

ウ

点

㈡

三
点

イ

20

㈢

二
点

イ

㈣

三
点

愛
着
の
絆
が
で
き
て
い
て
、
そ
の
う
ち
に
、
愛
着
の
対
象

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

が
心
の
中
に
住
む
よ
う
に
な
る
こ
と
。

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

（
三
十
七
字
）

・

親
が
傍
に
い
な
く
て
も
幼
児
が
安
心
し
て
一
人
で
活
動
で
き
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
か
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主
述

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読
点
、

符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

㈤

二
点

オ

㈥

二
点

ア

㈦

二
点

ウ

㈧

四
点

思
い
切
っ
て
自
己
開
示
し
て
み
る
こ
と
と
、
「
わ
か
っ
て

＊

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を

あ
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
相
手
に
向
け
る
こ
と
。

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

（
四
十
二
字
）

・

筆
者
の
考
え
る
、
親
密
な
絆
が
で
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
二

つ
の
こ
と
は
何
か
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

＊

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主
述

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読
点
、

符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

裏
面
へ
続
く



㈠

二
点

イ

点

㈡

二
点

ウ

12

㈢

八
点

資
料
２
を
見
る
と
、
勉
強
方
法
に
つ
い
て
の
記
事

＊

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
適
切
に
書
き
あ
ら

と
先
輩
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
事
は
同
じ
ぐ
ら
い

わ
す
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点

好
評
な
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
私

さ
れ
た
い
。

は
、
こ
の
二
つ
の
記
事
を
併
せ
た
内
容
で
記
事
を
書

・

生
徒
会
だ
よ
り
を
「
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
」
生
徒
に
興
味
を
持
っ

け
ば
、
興
味
の
あ
る
記
事
が
な
く
、
ま
っ
た
く
生
徒

て
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ

100

会
だ
よ
り
を
読
ま
な
い
生
徒
に
も
、
生
徒
会
だ
よ
り

い
て
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
書
き
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
。

を
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
例
え

・

【
資
料
２
】
と
、
【
資
料
３
】
の
「
生
徒
会
だ
よ
り
を
「
ま
っ
た

ば
、
予
習
や
復
習
の
仕
方
、
テ
ス
ト
勉
強
の
進
め
方

く
読
ま
な
い
」
主
な
理
由
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
。

な
ど
に
つ
い
て
、
先
輩
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容

・

自
分
の
考
え
が
相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
論
理
的
に
書
き

の
記
事
を
書
く
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
生
徒
会
だ
よ
り

あ
ら
わ
し
て
い
る
か
。

200

を
読
ま
な
い
生
徒
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
生
徒

に
も
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
と
考
え
る
。

＊

出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

240

（
二
百
四
十
字
）

＊

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
、
二
十
字
以
内
の
場
合
は
一
点
を

減
じ
る
。
二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
じ
る
。

＊

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主
述

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読
点
、

符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
じ
る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
じ
る
。

合
計

五
十
点


